
京

都

銀

行

頭

取

賞

読

売

新

聞

社

賞

京

都

新

聞

社

賞

毎

日

新

聞

社

賞

朝

日

新

聞

社

賞

綾

村

坦

園

賞

吉

澤

義

則

賞

神

田

喜

一

郎

賞

平

安

書

道

会

会

長

賞

京

都

商

工

会

議

所

会

頭

賞

京

都

市

教

育

委

員

会

教

育

長

賞

京

都

府

教

育

委

員

会

教

育

長

賞

京

都

市

市

長

賞

京

都

府

知

事

賞

平

安

準

大

賞

平

安

大

賞

平

安

特

別

大

賞

川
本
愛
里

植
田
将
英

細
谷
基
生
那

中
木
戸
優
那

関
戸
湖
凪

番
場
蓮

市
橋
春
希

稲
井
志
帆

高
木
あ
い
り

長
崎
由
莉

山
本
千
晴

澤
崎
康
子

吉
岡
真
知
子

伊
藤
知
子

山
口
慧
石

塚
原
正
治

北
出
円
佳

加
藤
輝
雄

黒
田
幸
子

中
西
大
輔

小
酒
友
毬

山
本
千
尋

東
志
小
美

山
上
秀
子

桶
谷
哲
也

藤
伊
道
子

桶
谷
美
峰

林
丹
霄

太
田
富
美

野
口
微
風
子

太
田
か
れ
ん

伊
舟
城
あ
か
り

本
谷
き
ぬ

国
本
理
沙

小
田
ひ
び
き

上
田
真
由

北
百
香

山
本
ゆ
う
り

河
野
雅
子

山
本
文
歌

藤
井
日
和

岡
田
真
華

北
菜
月

埴
田
明
里

西
出
真
唯

津
田
智
貴

椿
下
依
舞

多
保
田
真
歩

松
井
松
酔

西
尾
菖
泉

武
田
直
之

大
城
香
乃

大
田
賢
人

東
富
士
子

西
尾
啓

浅
村
有
果

高
井
ひ
か
り

副
島
奏
海

天
山
真
優

副
島
和
奏

堀
琴
乃

上
田
真
実

長
田
千
尋

吉
田
歩
未

北
帆
夏

大
井
咲
絵
子

吉
田
起
三
子

西
垣
萌
衣

椿
森
来
実

山
下
あ
き
枝

広
瀬
紗
也

中
田
優
香

永
井
沙
也
加

吉
田
ほ
の
か

西
村
彩

藤
田
愛
栞

亀
田
遥

第
九
十
一
回
　
平
安
書
道
会
書
道
公
募
展
　

特
別
賞
受
賞
者

奨

励

賞

京

都

新

聞

開

発

㈱

賞

芸

術

新

聞

社

賞

呉

竹

賞

墨

運

堂

賞

ユ

ネ

ス

コ

会

長

賞

  
 

 

今
年
も
ま
た
は
じ
ま
り
ま
し
た
。 

 
 

昨
年
は
大
き
な
災
害
が
あ
り
ま
し
た
が
、
力
を
出
し
合
っ
て
乗
り
切
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

平
安
書
道
会
の
昨
年
の
主
な
行
事
を
紹
介
し
ま
す 

 

総 

会 
 

一
月
二
十
三
日 
ハ
ー
ト
ン
ホ
テ
ル
に
て
開
催
、
総
会
の
後
の
記
念
講
演
で
は
、
京
都
国
立
博
物
館
研
究
員
の
羽

田
聡
先
生
に
、
同
館
で
開
催
中
の
「
筆
墨
精
神
」
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 春
の
研
修
会 

 

続
く
二
月
六
日
に
は
、
京
都
国
立
博
物
館
を
訪
れ
、
館
所
蔵
の
書
画
一
級
品
を
見
学
し
ま
し
た
。 

 

第
九
十
一
回
平
安
書
道
会
公
募
展 

七
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
四
日
、
京
都
市
美
術
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
同
館
で
フ
ェ
ル
メ

ー
ル
展
が
開
催
中
で
あ
っ
た
た
め
外
国
人
な
ど
の
見
学
者
の
幅
を
広
げ
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

今
年
も
多
く
の
方
が
特
別

賞
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

特
別
賞
を
受
賞
さ
れ
た

方
か
ら
、
何
人
か
ご
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

毎
日
新
聞
受
賞
者
の
堀
琴
乃
さ
ん
は
、
小
松
市
国
府

小
学
校
六
年
生
。
選
ん
だ
字
が
「
堅
忍
不
抜
」。
難
し

そ
う
で
す
が
「
け
ん
に
ん
ふ
ば
つ
」
と
読
み
ま
す
。

言
葉
は
お
母
様
が
選
ば
れ
た
そ
う
で
、
大
相
撲
の
若

花
田
が
横
綱
に
な
っ
た
と
き
に
使
っ
て
有
名
に
な
り

ま
し
た
。「
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
心
を
動
か
さ
ず
、

じ
っ
と
我
慢
し
て
堪
え
忍
ぶ
こ
と
」
と
い
う
意
味
で

す
。
彼
女
は
学
校
で
も
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
部
に
所
属
し
、

部
活
動
を
し
っ
か
り
や
っ
た
後
に
、
書
の
お
稽
古
に

通
い
作
品
作
り
を
し
た
そ
う
で
す
。
そ
の
努
力
と
活

力
を
審
査
員
に
認
め
ら
れ
、
昨
年
に
続
き
特
別
賞
受賞

と
い
う
快
挙
を
な
し
と
げ
ら
れ
ま
し
た
。
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
の
腕
前
も
石
川

県
の
代
表
選
手
に
選
ば
れ
た
程
な
の
で
す
。
中
学
校
に
行
っ
て
も
ぜ
ひ
両
立

し
て
続
け
て
く
だ
さ
い
。 

  

 

亀
田
遥
さ
ん
は
、
小
松
市
立
中
海
中
学
校
の
三
年
生
。
学
校
で
は
吹
奏
楽

部
員
で
も
あ
り
ま
す
。
受
験
勉
強
も
し
っ
か
り
こ
な
し
、
授
業
の
あ
と
に
は

部
活
動
の
練
習
、
帰
宅
し
て
夕
食
を
食
べ
て
か
ら
、
西
田
紫
山
先
生
の
お
稽

平
安
書
道
会
事
務
局
だ
よ
り 

 

平
成
二
十
四
年
正
月 



平
成
二
十
四
年
度
総
会
・
記
念
講
演 

今
年
一
月
二
十
九
日 

ハ
ー
ト
ン
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。 

記
念
講
演
会
は
、
大
谷
敏
夫
先
生
に
よ
る
「
包
世
臣
と
そ
の
時
代
」
に

つ
い
て
の
お
話
で
す
。
中
国
清
の
時
代
に
政
治
家
と
し
て
活
躍
し
た
包

世
臣
は
書
家
と
し
て
も
有
名
で
す
。
当
時
の
文
人
の
生
き
方
を
知
る
機

会
に
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

古
に
通
う
と
い
う
が
ん
ば
り
で
、
京
都
府
知
事
賞
と
い
う
大
賞
を
み
ご
と
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

「
格
物
致
知
」
と
い
う
言
葉
は
、
西
田
先
生
と
決
め
た
そ
う
で
す
。
物
事
の
道
理
や
本
質
を
深
く
追
求
し
て
理
解
し
、
知
識
や

学
問
を
深
め
る
と
い
う
意
味
で
、
『
大
学
』
と
い
う
中
国
の
古
い
書
物
に
出
て
く
る
こ
と
ば
で
す
。
今
度
は
受
験
で
す
ね
。
そ
の

フ
ァ
イ
ト
で
乗
り
切
り
、
今
年
は
高
校
生
と
し
て
の
作
品
を
ぜ

ひ
見
せ
て
く
だ
さ
い
。 

 

平
安
大
賞
に
選
ば
れ
た
の
は
林
丹
霄
さ
ん
。「
詩
経
」
の
一
節

を
書
い
て
の
受
賞
で
す
。
受
賞
の
お
祝
い
の
席
に
出
席
し
た
林

さ
ん
は
、
そ
の
日
が
誕
生
日
と
い
う
こ
と
で
、
会
場
が
沸
き
ま

し
た
。 

 

さ
て
、
平
安
書
道
会
に
は
、
ご
夫
婦
で
会
員
の
方
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
長
い
歴
史
の
中
で
も
同
時
に
受
賞
と
い
う
の
は
珍
し
い
こ

と
で
し
ょ
う
。
今
回
み
ご
と
に
夫
婦
ダ
ブ
ル
受
賞
に
輝
い
た
の
は
、
桶
谷
美
峰
さ

ん
と
桶
谷
哲
也
さ
ん
で
す
。
美
峰
さ
ん
は
平
安
準
大
賞
、
哲
也
さ
ん
は
奨
励
賞
を

そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

哲
也
さ
ん
は
、
篆
刻
で
七
年
ぶ
り
の
受
賞
で

す
。
納
得
の
い
く
作
品
を
作
っ
て
い
き
た
い

と
の
こ
と
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

   

   

先
人
追
悼
法
要
・
筆
供
養 

 
 

十
一
月
二
十
三
日 

東
福
寺
塔
頭
正
覚
庵 

午
前
中
に
当
書
道
会
の
追
悼
法
要
が
、
午
後
は
古
く
な
っ
た
筆
に
感
謝
す
る
筆
供
養
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

毎
年
多
く
の
書
道
関
係
の
参
拝
客
が
訪
れ
ま
す
。
焚
き
あ
が
る
煙
を
浴
び
る
と
、
字
が
上
達
す
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。 

 

第
三
十
一
回
聚
英
展 

 

十
二
月
十
四
日
～
十
八
日 

 

京
都
文
化
博
物
館 

今
年
は
師
走
の
展
覧
会
に
な
り
ま
し
た
。
平
安
書
道
会
審
査
員 

の
作
品
四
十
九
点
が
並
び
、
夏
の
公
募
展
と
は
ひ
と
味
違
っ
た 

展
覧
会
で
し
た
。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

訃
報 

 

会 
 

員 
 

半
田
一
真
様 

 

協
賛
会
社 

 

書
遊
社
長
隅
田
秀
夫
様 

 

協
賛
会
社 

 

龍
枝
堂
社
長
令
夫
人
様 


